
当院回復期リハビリテーション病棟にご入院された皆様へ 

 

～回復期リハビリテーション病棟における薬剤師業務の有用性についての調査研究へのご

協力のお願い～ 

 

当院の回復期リハビリテーション病棟におきましては、薬剤師を 2 名配置し、より適切

な薬物療法の推進のための業務を行っております。患者様の病態や持病に合わせたお薬の

治療が円滑に進行するように、医師をチームリーダーとして、多職種で協働しております。 

この度、回復期リハビリテーション病棟における薬剤師の業務の有用性について評価す

る目的で、調査研究を行います。令和 4 年 3 月 20 日～令和 5 年 9 月 5 日までの間に回復期

リハビリテーション病棟からご退院された方について、当該病棟におられた間に、新規処方

や処方変更があったかどうか、新規処方や処方変更に際して薬剤師の関与があったかどう

かについて調査、させていただきます。 

 

この調査研究を行うことで、新たなリスクや利益が生じるものではありません。新たなご

質問をしたり、費用などのご負担をおかけしたりすることはありません。回復期リハビリテ

ーション病棟における薬剤師の有用性が証明されれば、今後他の病院においても薬剤師が

回復期リハビリテーション病棟に配属され、より手厚く、適切な薬物療法のご提案を行う事

ができるようになる可能性があります。 

 

患者様から得られた調査データは匿名化し、発表の際には集計結果のみをお示しします

ので、外部に提出することはありません。調査を行う薬剤師並びに当院のスタッフのみが個

人情報を閲覧する事ができますが、その際すべての閲覧者には守秘義務が課せられていま

す。この研究は、倫理審査委員会を通じて適切に管理されます。 

 

なお、本研究へのご協力にご賛同いただけなくても不利益を被ることは一切ありません。

原則として、不同意の意思表示がない場合にはご同意いただけたものとし、個人情報に配慮

しながら、情報を研究に使用させていただきますので、ご理解の上ご了承くださいますよう

お願い申し上げます。 

 

本研究について、内容を詳しく知りたい方は、下記のお問合せ先までご連絡下さい。また、

本研究にご協力いただけない場合には、結果の公表前であればいつでも対応いたします。遠

慮なくお申し出ください。 

 

連絡先 086-526-8111 玉島中央病院 薬剤課 湊知子 

 


